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北
陸
地
方
退
職
者
の
会
「
第

７
回
総
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

者
の
拡
大
状
況
を
考
慮
し
書
面

方
式
の
開
催
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

総
会
運
営
は
、
連
協
代
表
24

名(

各
連
協
８
名
×
３)

に
総
会

議
案
・
議
決
書
を
送
付
し
、
返

信
あ
っ
た
議
決
書
を
北
陸
地
方

幹
事
会
に
お
い
て
確
認
す
る
形

式
で
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
に
金
沢
勤
労
者
プ

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
３
回

幹
事
会
」
に
お
い
て
、
議
決
結

果
に
つ
い
て
以
下
本
誌
左
下
の

と
お
り
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
は
確
認
・
決

定
さ
れ
た
活
動
方
針
に
基
づ

き
、
①
衆
議
院
選
挙
そ
し
て
参

議
院
選
挙
に
お
い
て
推
薦
候
補

者
の
勝
利
に
総
力
を
挙
げ
る
、

②
会
員
拡
大
に
向
け
「
総
会
時

会
員
数
×
５
％
の
新
規
加
入
」

の
目
標
を
達
成
す
る
、
③
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
活
動
と
し
て
会

員
宅
訪
問
の
強
化
に
取
り
組

む
、
こ
と
と
し
ま
す
。
会
員
の

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
現
役
組
織
と
の
情
報
共
有
が

十
分
で
な
い
。

・
活
動
方
針
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
世
話
役
活
動
が
一
番
大
事

に
思
っ
て
い
ま
す
。

・
会
員
拡
大
は
対
話
が
あ
っ
て

初
め
て
心
が
通
じ
合
う
。
た

だ
拡
大
々
々
と
言
っ
て
も
相

手
も
人
間
、
話
し
合
う
だ
け

で
は
望
み
薄
い
と
思
う
。
心

の
通
う
相
手
を
選
ん
で
の
対

話
、
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
が
一

番
大
事
に
思
う
。

・
南
加
賀
支
部
退
職
者
の
会
と

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

で
き
る
少
人
数
交
流
、
組
織

拡
大
、
世
話
役
活
動
等
を
工

夫
し
、
会
員
と
の
絆
を
高
め

て
い
き
た
い
。

・
政
治
活
動
が
全
く
書
か
れ
て

い
な
い
。
こ
の
秋
の
衆
議
院

選
、
少
し
で
も
議
題
に
書
い

て
ほ
し
か
っ
た
。

・
会
員
の
健
康
管
理
を
中
心
に

取
り
組
み
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

衆
議
院
選
・
参
議
院
選
の
勝
利
と

会
員
拡
大
目
標
の
達
成
、

会
員
宅
訪
問
活
動
の
強
化
を
確
認

北
陸
地
方
退
職
者
の
会
「
第
７
回
総
会
」(

書
面
方
式)

の
開
催
報
告

◎
２
０
２
１
年
度
活
動
計
画
（
案
） 

賛
成
23
名
、
反
対
０
名
、
棄
権
１
名

◎
運
営
細
則
改
正
（
案
） 　
　
　
　

賛
成
23
名
、
反
対
０
名
、
棄
権
１
名

◎
会
計
監
査
２
名
の
選
出

　

・
会
計
監
査
・
西
野
松
一 

 
 
 

　

信
任
23
名
、
不
信
任
０
名
、
棄
権
１
名

　

・
会
計
監
査
・
中
西
伊
知
郎 

 

　

信
任
23
名
、
不
信
任
０
名
、
棄
権
１
名

（
注
） 

本
年
４
月
よ
り
、
「
組
織
慶
弔
安
定
会
計
」
を
北
陸
地
方
退
職
者
の
会
に
設
置
し
た
こ

と
に
伴
う
会
計
監
査
の
選
出
で
す
。

議案等の議決
書
面
総
会
提
出
の
意
見
・
要
望
（
要
約
）

書
面
総
会
提
出
の
意
見
・
要
望
（
要
約
）
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Ｊ
Ｐ
労
組
は
「
立
憲
民
主
党
支
援
を
基
本
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
選
挙
へ
の
対
応
方
針

・
支
部
段
階
に
お
け
る
現
役
組

織
と
の
意
思
疎
通
が
不
足
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

意
見
交
換
の
場
を
積
極
的
に

設
け
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

・
退
職
者
の
会
の
活
動
の
柱

は
、
親
睦
と
交
流
そ
し
て
世

話
役
活
動
と
言
え
ま
す
。
こ

う
し
た
活
動
を
前
進
さ
せ
な

が
ら
、
自
信
を
も
っ
て
会
員

　

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
（
執
行
委
員

長
・
黒
崎
寿
）
は
、
衆
議
院
選

挙
へ
の
対
応
方
針
と
し
て
全
国

的
に
「
立
憲
民
主
党
を
基
本
」

に
取
り
組
む
と
の
方
針
に
沿
っ

て
、
北
陸
に
お
け
る
小
選
挙
区

選
挙
お
よ
び
比
例
代
表
選
挙
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
候
補
者
の

推
薦
と
政
党
名
を
決
定
し
、
北

陸
退
職
者
の
会
に
協
力
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

拡
大
に
取
り
組
む
組
織
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

・
各
支
部
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
を
徹
底
し
、
少
人

数
の
集
ま
り
や
会
員
宅
訪
問

な
ど
を
工
夫
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

・
衆
・
参
議
院
選
挙
は
、
安
心

安
全
な
社
会
を
築
く
た
め
、

衆
院
選
で
の
推
薦
候
補
と
来

年
の
参
院
選
「
し
ば
慎
一
」

組
織
内
候
補
予
定
者
の
勝
利

に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
す
。

・
会
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見

も
参
考
と
し
取
り
組
み
を
企

画
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
退
職
者
の
会

（
会
長
・
近
藤
源
一
郎
）
は
、

９
月
16
日
、
地
方
幹
事
会
三
役

お
よ
び
連
協
会
長
会
議
を
開
催

し
、
現
役
の
会
か
ら
要
請
の

あ
っ
た
「
当
面
す
る
衆
議
院
選

挙
方
針
」
を
確
認
し
、
会
員
の

み
な
さ
ん
に
周
知
し
ご
協
力
い

た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

衆
議
院
小
選
挙
区
選
挙
に
つ

い
て
は
、
富
山
１
区
は
「
西
尾

政
英
」
、
富
山
２
区
は
「
越
川

康
晴
」
、
富
山
３
区
は
未
定
、

石
川
１
区
は
「
荒
井　

淳
」
、

石
川
２
区
は
未
定
、
石
川
３
区

は
「
近
藤
和
也
」
、
福
井
１
区

は
「
野
田
富
久
」
、
福
井
２
区

は
「
斉
木
武
志
」
―
―
を
推
薦

決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
比
例
代
表
選
挙
に
つ

い
て
は
「
立
憲
民
主
党
」
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

政
治
情
勢
は
混
と
ん
と
し
、

私
た
ち
年
金
生
活
者
・
高
齢
者

に
と
っ
て
先
行
き
不
安
定
な
情

勢
に
あ
り
ま
す
。

　

「
嘘
、
隠
ぺ
い
、
改
ざ
ん
」

を
し
て
き
た
前
安
倍
晋
三
首
相

は
仮
病
で
退
陣
し
、
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
た
菅
義
偉
首
相
は
敵

前
逃
亡
し
政
治
空
白
が
起
き
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
被
害
者
は

い
つ
も
国
民
で
す
。
今
、
子
や

孫
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
目
を

覚
ま
そ
う
。

書
面
総
会
提
出
の
意
見
・
要
望
に
対
す
る
幹
事
会
の
見
解

衆
議
院
選
挙
勝
利
の
勢
い
を
「
し
ば
慎
一
」
勝
利
に

私
た
ち
は
、
衆
議
院
選
挙
で
勝
利
し
、
そ
の
勢
い
を
、
来
年
７
月
予
定
の
参
議
院
選
挙
で
自
前
の
候
補
者
・
Ｊ
Ｐ

労
組
中
央
副
執
行
委
員
長
の
『
し
ば
慎
一
』
さ
ん
を
政
治
の
世
界
に
送
り
込
む
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
下
さ
い
。

※
同
封
し
ま
し
た
「
し
ば
慎
一
後
援
会
」
入
会
関
係
器
材
を
活
用
し
て
下
さ
い
。

北
陸
三
県
８
選
挙
区
で
６
名
の
推
薦

比
例
代
表
選
挙
は
「
立
憲
民
主
党
」
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「しば慎一」参院選 (比例代表 )の勝利に向けて「しば慎一」参院選 (比例代表 )の勝利に向けて
　

Ｊ
Ｐ
労
組
は

今
日
ま
で
に
４

回
、
参
議
院
選

挙(

比
例
代
表)

に
組
織
内
候
補

を
擁
立
し
、
結

果
は
３
勝
１
敗

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

４
回
の
選
挙

は
「
非
拘
束
名

簿
式
比
例
代
表

制
」
で
の
戦
い

で
し
た
。
こ
の

方
式
に
よ
る
各

政
党
の
議
席
数

は
政
党
名
と
個

人
名
の
得
票
数

に
応
じ
て
配
分

さ
れ
ま
す
。
当

選
者
は
個
人
名

の
得
票
数
が
多

い
順
に
決
ま
り

ま
す
。
過
去
の

選
挙
結
果
は
以

下
の
通
り
で
す
。

　

来
夏
の
参
院
選
は
「
立
憲
民

主
党
」
で
立
候
補
し
ま
す
。
改

選
数
は
50
名
で
、「
し
ば
慎
一
」

を
当
選
さ
せ
る
た
め
に
は
、
個

人
名
を
浸
透
さ
せ
個
人
名
で
投

票
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
家
族
・

知
人
を
含
め
た
後
援
会
加
入
者

の
拡
大
と
「
し
ば
慎
一
」
の
名

前
の
浸
透
に
向
け
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

後
援
会
へ
の
加
入
と
名
前
の
浸
透
を

家
族
・
友
人
・
知
人
に
声
掛
け
を

＜参議院選挙(比例代表)におけるＪＰ労組候補の獲得票等＞
選　　挙 候 補 者 総獲得票 北陸合計 政党内順位 所属政党の当選数

第22回(2010年) 当  なんば奨二 144,782票 3,634票 当 第７位 民主党：16人

第23回(2013年) 落  さだみつ克之 120,782票 3,076票 落 第11位 民主党：７人

第24回(2016年) 当  なんば奨二 191,823票 4,195票 当 第６位 民進党：11人

第25回(2019年) 当  小沢まさひと 144,751票 2,387票 当 第３位 立憲民主党：８人

　
認
知
症
の
手
前
、
正
常
と
の
中
間

的
な
状
態
を
軽
度
認
知
障
害
と
言
い

ま
す
。
記
憶
障
害
は
あ
る
の
で
す

が
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
た
め
、
周
囲
も
気
づ
き
に
く
い
障

害
で
す
。
こ
の
段
階
で
早
く
か
ら
医

師
に
相
談
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。

 

「
物
忘
れ
」
は
加
齢
に
よ
る
脳
の
老

化
で
、
「
認
知
症
」
は
脳
の
病
気
で

す
。
「
物
忘
れ
」
の
具
体
的
な
例
と

し
て
は
、
①
食
事
の
内
容
を
忘
れ

る
、
②
物
忘
れ
の
自
覚
が
あ
る
、
③

探
し
物
を
努
力
し
て
見
つ
け
よ
う
と

す
る
、
④
時
間
・
季
節
・
場
所
が
わ

か
っ
て
い
る
、
⑤
作
り
話
は
し
な
い

―
―
な
ど
。

 

「
認
知
症
」
の
具
体
的
な
例
と
し

て
、
①
食
事
を
し
た
こ
と
を
忘
れ

る
、
②
物
忘
れ
の
自
覚
が
な
い
、
③

自
分
が
物
を
し
ま
い
こ
ん
だ
の
に

「
誰
か
に
盗
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
が

あ
る
、
④
時
間
・
季
節
・
場
所
が
わ

か
ら
な
く
な
る
、
⑤
し
ば
し
ば
作
り

話
が
見
ら
れ
る
―
―
な
ど
。

一
口
メ
モ

「
物
忘
れ
と
認
知
症
」
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Ｑ　

私
も
「
終
活
」
を
し
て
み
た
い
け
ど
、
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
？
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ　

ま
ず
は
、
ア
ル
バ
ム
の
整
理
な
ど
、
初
め
て
見
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

終
活
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

Ａ　

終
活
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と

が
出
来
な
く
な
る
前
に
、
自
分
の
思
い
や
考
え
方
を
記
述
・

表
明
し
て
お
く
こ
と
で
安
心
で
す
。

　
　

（
１
）
自
分
や
家
族
の
不
安
が
払
し
ょ
く
さ
れ
る

　
　

（
２
）
残
さ
れ
た
人
生
が
充
実
し
前
向
き
に
な
る

Ｑ　

終
活
の
具
体
的
な
や
り
方

Ａ　

（
１
）
生
前
整
理
を
行
う
（
ア
ル
バ
ム
の
整
理
な
ど
）

　
　

（
２
）
エ
ン
デ
イ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
○
介
護
（
誰
に
頼
む
）、
○
財
産
（
自

分
の
財
産
を
整
理
し
、
目
録
を
作
成
）、
○
医
療
・
介
護
（
自

分
の
持
病
、
薬
を
記
述
）、
○
葬
儀
・
供
養
、
○
そ
の
他
（
家

族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
）

　
　

（
３
）
遺
言
書
を
作
成

　
　

（
４
）
お
墓
の
準
備
を
す
る

　
　

（
５
）
葬
儀
の
準
備
を
す
る

Ｑ　

終
活
と
は
？

Ａ　

終
活
と
は
、
自
分
の
死
と
向
き
合
い
、
生
前
準
備
を
す
る
こ

と
で
す
。

Ｑ　

終
活
は
い
つ
か
ら
始
め
る
か

Ａ　

終
活
を
始
め
る
時
期
は
老
後
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
何
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
取
り
掛
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

（
１
）
定
年
を
迎
え
と
時

　
　

（
２
）
配
偶
者
や
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
時

　
　

（
３
）
大
病
を
患
っ
た
時

　
　

（
４
）
思
い
立
っ
た
そ
の
日

●●

会
員
か
ら
の
相
談

ま
ず
は
、
始
め
て
み
よ
う
。


